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【研究の概要】 
 商店街、温泉地、観光地などの集客地の活性化が全国的課題となっているが、来訪者の

誰もが「歩いてみたい」と思う道路を整備できれば、その活性化に道路が貢献できるはず

である。そこで、道に魅力を出すホスピタリティ表現について、その概念を整理し、表現

形を９９にタイプ分類し、写真が集まった５２タイプについてわかりやすく解説した。現

在残りのタイプも写真収集を続けており、近々の出版を予定している。 
【キーワード】 
 集客地、商店街の活性化、温泉地の活性化、観光地の活性化、魅力ある道路、街路、ホス

ピタリティ表現、もてなしの演出、来訪者の評価 

 

（研究開始当初の背景・動機） 
 観光地、温泉地、商店街など、地域を支

えてきた集客地の多くが苦戦し、それに伴

って地域が活気を失っている。集客地の苦

戦は、集客地自体が魅力を失ったことが大

きな要因で、一言で言えば「楽しくない」

のだが、集客地の空間の基本構成は通常、

道と沿道の建物とで成り立っているから、

楽しくないのは沿道の建物もさることなが

ら、道路が魅力的でないことも大きく影響

していると考えた。そこで、あらためて人

を集めている地区の道路を観察したところ、

車では走りにくいと一目でわかる舗装とな

っている、来訪者に「どうぞ、おやすみく

ださい」と優しく誘いかけるベンチがある

など、車よりも人を大事にした表現をして

人間・来訪者を居心地良くもてなす設えが

道路に施されていることの多いことに気が

付いた。これは人に対するもてなしの表現、

つまりホスピタリティ表現が豊かであると

整理でき、この道路のホスピタリティ表現

は集客地にとってたいへん重要な意味を持

つと考えるに至った。 
 
（研究の目的） 
 本研究は道路整備によって、商店街、観

光地、温泉地などの集客地を活性化するこ

とを目的に、地域住民や商店主が「やれば

自分たちの街もよくなりそうだ」と思うよ

うにわかりやすく、道路のホスピタリティ



表現について、その考えや、多様な表現の

型の提示・解説を行おうとしたものである。 

 

（研究の方法） 
 現地調査で事例を出来るだけ沢山収集し、

分析し、概念整理と型のタイプ分類を行い、

わかりやすく解説をつけていくという方法

で行った。外注は主にデータ整理であった。 
 
（研究の主な成果） 
 集客地における道路のホスピタリティを、

安心型、人重視型、車軽視型、自己領域形

成型などに分けて整備することで、ホスピ

タリティの豊かさをわかりやすく示した。 
 また、ホスピタリティを表現するために

は形状こそが重要であることを示し、実際

の道路整備で使えるように、ホスピタリテ

ィ表現の形を９９タイプの型に整理した。 

 各タイプについて、道路を専門としない

人を想定して、見開き２ページで、写真を

沢山添えて、平易な用語・文で解説した（写

真１、写真２参照）。 

 
写真１ 自己領域非形成型ベンチ 

ベンチで重要なことは高い材料を使うこ

とではない。居心地よく座れそうに見える

自己領域（自分の居場所）を設けてやるこ

とだ。この例は自己領域がないため、もて

なされているように見えない。 

 

写真２ 自己領域形成型ベンチ 

自己領域が設けられていて、歩行者の邪

魔にならずに休むことができる。写真１よ

りずっと町がもてなしてくれているように

見える。 
 

（主な発表論文） 
 出版を準備中である。 
 
（今後の展望） 

 本研究のホスピタリティ表現理論で実際

に道路を整備した温泉地がゴールデンウイ

ークに人を集め、利用者に好評であった。

今後は実際の整備に用いて、参考事例を増

やしていくことが求められるが、それには

広く理解を浸透させるために何が必要か、

探っていくことが課題である。 
 
（道路政策の質の向上への寄与） 

 道路横断構成を大きく変えるなど、高い

魅力を出すには従来の標準設計と異なった

ことが必要になる場合もある。一方、舗装

のちょっとした工夫など比較的簡単に出来

る（但し、それなりにしか魅力は出ないが）

こともあるので、実際の道路整備に使え、

商店街や観光地の活性化に資する道路政策

の展開に寄与すると考える。 
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第１章 はじめに 

 

本研究は、来訪者を迎えるホスピタリティ表現を道

路に施すことによって温泉地、観光地、商店街など

の集客地の活性化を目指すことを目的として、道路

のホスピタリティ表現の手法を型として整理しよう

としたものであり、平成 17 年度より３ヶ年の研究

期間で実施した。 

特に、地域づくりの担い手に「道路のホスピタリ

ティ表現」とその整備の重要性が理解できるよう、

それらを「事例集」などとしてわかりやすくまとめ

ることを目指したもので、極力わかりやすくするた

め一目瞭然の事例を集めることを心掛けた。平成 17

年度、18年度にその事例収集を行ったが、情報がな

く、手探りで事例収集をしたため、たいへん難航し

た。各型を説明するに充分なだけの事例を集めるこ

とは必ずしも出来なかったが、現在事例収集を重ね

ており、平成 20年度中に完成の予定である。 
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第２章 集客地の活性化と道路 

 

 

２．１ 集客地の問題 

商店街、観光地、温泉地などの集客地は、地域の

経済的中核をしてきたところが多く、その疲弊は当

該地区のみならず周辺地区にまで広く深刻な影響を

与えている。 

なんとかそれらを集客地がしっかりと集客するよ

うに立て直しをし、活性化していかねばならない。      

おいしいものが食べたい、行ったことのない街に

行きたい、おしゃれな服が買いたい、美術館を見た

いなど、集客地の来訪者の来訪動機は様々である。

当然それらの来訪動機が十分達成されることが来訪

者の満足につながる。 

しかし、来訪動機が何であれ訪れた集客地、歩い

た街が魅力的でない、楽しくないのであれば、やは

りがっかりしてしまう。来訪動機は様々でも、来訪

実感は「歩いた街の印象」という共通したもので出

来上がる。 

そうであれば、街の印象を良くすることが、「一度

でこりごり」、「また行こうとは思わない」という状

況からの脱却に不可欠である。 

現在、宿泊客のみならず来訪者が少ないのだが、

これを見ればわかるとおり、街が楽しくなく、行っ

てみたいと思わないと容易に想像がつく。私達来訪

者は、魅力があれば行ってみたいと思い、魅力がな

ければ行ってみたいとは思わない。つまり、街の魅

力のある・なしが集客地の集客に大きく関わってい

ることがわかる。 

行ってみたいと思わない、行きたくない集客地が

集客できず、経済的にもうまくいかず疲弊するのは

当然である。 

すべての街は「道」と「沿道の建物」で成り立っ

ているので、「魅力のない街」とは、①道に魅力がな

い、②沿道の建物に魅力がない、③道と沿道の建物

の両方に魅力がない、のいずれかと考えられる。従

来、街は街並、建物群で捉えられることが多かった

と思うが、本当にそうだろうか。 

集客地を訪れた者が街を見るのは道からである。

私達は道から街を見る。そして、その際一番見てい

るのは実は建物ではなく道路である。 

沿道の建物の魅力の差もさることながら、道の魅

力の差に気がつく。 

ということは、シャッターの目立つ商店街、客足

が遠のいた温泉地の活性化に、「道を魅力的にして街

全体を魅力的に見せ、それによって集客数アップを

図る」というスキームが考えられることになる。 

もちろん、道路だけで街が高い魅力を獲得して、

どっと人が押し寄せるということはありえない。沿

道の建物、特に店舗、飲食店のソフトも含めた魅力

向上、まち全体の取組などが欠かせないと思うが、

しかし道路も街の魅力アップへ相当な貢献が出来る

はずである。 

仮に「道の魅力づくり」のノウハウがあるとした

ら、道路整備時、それを使わないより使う方が少な

くとも集客地活性化への道路の貢献は違ってくるは

ずである。 

 

 

２．２ 集客地来訪者の街、道、沿道建物の評価 

 私達はどのような評価メカニズムで片方を良い、

片方を良くないと判断したのだろうか。 

集客地の来訪者には、先述のように来訪動機がな

んであれ、訪問時の印象は街の見た目で作られる。

つまり景観といってよい。景観でまちを評価するの

だが、その評価を行う私達の頭は、「私のことを楽し

ませてくれるか？」、「私を居心地よく気分よくして

くれるか」、「私をもてなしてくれるか」、つまり、「私

を大事にしてくれるか」という観点で最も強く評価

する。 

楽しくない方がうれしい、居心地悪い方が落ち着

くという人はいるだろうか。まずいないはずであり、

大事なことは、「誰もがそう評価する」という一点に

ある。「人に来てもらいたいので、人が来るように道

を整備する」と決めたとしても、ある人間はその整
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備を好ましいと思って来訪するとしても、他の人間

が好まなければ大きな集客は見込めない。つまり、

「誰もが良い」と思う整備をしたいわけで、その「誰

もが高評価する」、強い普遍性を持った評価基準が見

つけられ、それに基づいた整備が行われれば理論的

には誰もが来るようになるわけだから、集客地の活

性化も果たせることとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 
 

 

第３章 集客地の道路における 

ホスピタリティ表現 

 

 

３．１ 集客地の道路とホスピタリティ 

 民族・宗教の壁を越えて、全ての人間は「私を大 

事にしてくれればうれしい。大事にしてくれなけれ 

ば楽しくない、いやだ」と思う。 

従って集客地では、街も、沿道の建物も、そして 

道路も、「私をもてなして、大事にしてくれる」と

来訪者が感じるようにすればよいということにな

る。 

「来訪者が自分のことを大事にしていると感じ 

る」ということを、集客地の整備に引き寄せて考え

てみると、①「あなたのことを大事にします」とい

うホスピタリティを、②来訪者が見てとれるように

わかりやすく表現すること、が大事とわかる。 

①のホスピタリティが相手に伝わったとき来訪者

は「この街は私を大事にしてくれている」と実感し、

その街を良く評価する。しかし、このホスピタリテ

ィを伝えるためには、②の表現が不可欠である。い

くらホスピタリティがあっても表現されていなけれ

ば、来訪者はホスピタリティを感じることは出来ず、

「ホスピタリティを感じることが出来ない」のであ

ればそれは、「ホスピタリティがない」と来訪者に見

えても仕方がない。 

従って、街も、沿道の建物も、道路も、このホス

ピタリティ表現（「あなたのことを大事にします」と

いうメッセージ）が相手によく伝わるように形にし

ていくことを高いレベルで実現していくことが、誰

もが「良い」と評価することとなると言える。そし

て当然、高く評価されれば誰もが行ってみたいと思

い、集客地は自然と来訪者が増えることとなる。 

私をもてなしてくれるとうれしいとだれもが思っ

ているとすると、ホスピタリティ表現は集客に普遍

性を持っていると言いうるが、ここでは道路に絞っ

て、ホスピタリティ表現を確認してみたい。 

ホスピタリティ、すなわち「あなたをもてなす」

という観点、来訪者からすると「私を大事にしてく

れるか」という観点でこの道路を見ると、中央の広

い所が車道で、端の狭い所が歩道となっている。こ

れを見たとき私達は、「中央の広い所は車のためのス

ペースで、人間であるあなたは端の狭い歩道で我慢

しなさい」と街が自分に冷たく言い放っているよう

に感じる。つまり、①車道よりもずっと狭い道、②

中央が車道、端が歩道という位置関係が、「私達より

も車を大事にしている」という街のホスピタリティ

を「表現」しているのである。 

このような「表現形」でもって私達は、その形に

込められたメッセージを読み取って、そのメッセー

ジを評価しているのである。 

①車道よりも広い歩道、②中央が歩道、端が車道

という「形」になっていて、私達はその「形」から、

その形が放つ街のメッセージとして、「車よりもあな

た方人間を大事にしますよ」という気持ちを感じる

ことが出来る。①、②の形がホスピタリティ表現で

あり、このホスピタリティ表現のレベルの高さで私

達は、この街を好ましいと感じるのである、と考え

ると、集客地の活性化のために道路が貢献しうるこ

とが見えてこないだろうか。 

 

 

３．２ 集客地の道路でのホスピタリティと 

その表現 

以上のように、ホスピタリティという観点から集 

客地の道路を観察すると、一口にホスピタリティと

いっても様々なホスピタリティがあることがわかる。 

また、そのさまざまなホスピタリティの表現形も 

実に様々である。そこでそれらを整理する（図１）。 

人間を大事にする内容は、生命の危険を阻止する 

安心型から儀礼的な挨拶型まで様々である。また、

表現形も線形段階でのもの、舗装レベルのものなど、

実に様々である。 
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３．３ 集客地の道路における 

ホスピタリティ表現の概念整理 

論理を再整理する。 

①人は誰でも、自分のことを大事にしてくれると

うれしいと思う。「自分が大事」という価値基準の

普遍性は高く、「ベージュとイエローどちらが好き

か」というような議論とは本質的に異なる。 

②楽しいことを期待して訪れる商店街、観光地、

温泉地などの集客地では、特にその価値観で街が見

られ、「私を大事にして、もてなし、楽しませてく

れるか」、その点から評価される。 

③従って、集客地からすると、来訪者を大事にし、

もてなし、楽しませればよい。 

④来訪者は街の様子で判断するから、集客地側は、

このもてなし（ホスピタリティ）が容易に見てとれ

るように表現することで、もてなしのメッセージを

伝えなければならない。 

⑤つまり、ホスピタリティ表現が重要で、それを

高いレベルで沢山街に入れていくことが目標とな

りうる。 

⑥街は道と沿道の建物とでなるが、評価者である

来訪者が身を置く道路が集客地では重要であり、こ

の道（街路）にもホスピタリティ表現を高いレベル

で沢山入れていくことが道を、ひいては街を魅力的

に見せることになる。もてなし、ホスピタリティは

「あなたを大事に歓迎して、楽しませます」という

ことである。来訪者は集客地にそのような期待を強

く抱くので、集客地側はこのホスピタリティを目に

見える形で表現することが集客に欠かせない。道路

でも同様であり、道路のホスピタリティ表現とは、

「あなたが歩く道は、あなたのことを大事にして、

もてなしますよ」というメッセージを具体的な形で

もって来訪者に伝えることである。高いレベルで沢

山、このホスピタリティ表現が入れられると、来訪

者は街を魅力的に感じるのであり、集客地の活性化

の一つのツールとなるものである。 
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４章 道路のホスピタリティ表現の型分類の研究 

 

４．１ はじめに 

集客地の活性化には来訪者の増加が欠かせない。

来訪者は、主として「行ってみたい」という来訪動

機を持ったときに来るわけだから、集客地が、誰も

が行ってみたいと思えるようになることが集客地の

まちづくりの 1つのゴールである。 

「行ってみたい」と私達が思う集客地とは、物販、

飲食、宿泊などの個店の商品やサービスの魅力もも

ちろんあるが、目にすることの出来るまちの佇まい

が魅力的なところである。なぜなら、私達は見るこ

とで地域を認識し、評価しているのであるから。そ

のため、インターネットやガイドブック、パンフレ

ットなどのビジュアルな情報、実際に行ってきたレ

ポートや口コミ情報などで、「街がよい」と評価され

ているところが集客している。 

従って、まちの佇まいを魅力的にすることが重要

だが、私達がまちを見て魅力的と思うのは、「お金が

かかっているから」とか、「古い建物があるから」と

か、「有名な旅館があるから」ということでは必ずし

もない。まちのいたる所が、私のことを楽しませて

くれそうで、居心地よさそうで、私をとてももてな

してくれそうに見える時に、そういう情報を持って

「魅力がある、行ってみたい」と思い、あるいは訪

れて、「楽しかった、また来たい」と思うものである。 

そのため、「ホスピタリティ表現」という考え方が

重要となるが、まちは道路と沿道の建物の主に２つ

で出来ているから、まちづくりでは、沿道建物のホ

スピタリティ表現同様、道のホスピタリティ表現も

しっかりとつけていくことが求められる。 

道路において行うことの出来るホスピタリティ表

現は、前章のとおり様々あることがわかったので、

以降ではそれらを道路整備の段階、項目に応じて整

理して、一つ一つ解説していく。 

なお、本書は近いうちに出版を目論んでいるが、

集客地のまちづくり関係者、一般住民の方々に道路

の重要性とホスピタリティ表現の具体を理解しても

らうために、事例を豊富に載せようと考えている。

ホスピタリティ表現の型の整理は出来たが、事例収

集が不十分な項目がまだ多く、今後もう少し収集を

続ける必要がある。 

そこで、本Ⅱ部では、解説事例が揃った項目のみ

をあげて、一般の人にわかりやすいスタイルで行う

出版予定の「事例集」の体裁で解説を行う。事例が

揃っていない項目については、各章の最後に型名を

記すに留める。 
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４．３ 事例集における型分類の全体 

事例収集がじゅうぶん出来ず、想定していた型約

100 のうち、今現在整理出来たのは、以上の 52 タイ

プである。しかし、収集の目途がついているものも

多く、平成 20 年度中には完成化させ、出版したいと

考えている。以下には、事例集で想定している型分

類の全体を示す。 

 

１．横断構成 

１）幅員比歩道優越型（人重視型ホスピタリティ） 

２）狭幅員車道型（車軽視型ホスピタリティ） 

３）中分プロムナード型（人重視型ホスピタリティ） 

４）道路内水路・物設置型（車軽視型ホスピタリテ

ィ） 

５）駐車スペース設置型（利便型ホスピタリティ） 

６）横断歩道張出・車道幅狭変化型（人重視型ホス

ピタリティ） 

７）横断歩道アイランド型（人重視型ホスピタリテ

ィ） 

８）横断歩道ハンプ型（人重視型ホスピタリティ） 

９）中分横断防止柵型（人軽視型非ホスピタリティ） 

 

２．平面線形・平面構成 

１）Ｔ字路・アイストップ型（車軽視型・自己領域

形成型ホスピタリティ） 

２）屈曲型（車軽視型・自己領域形成型ホスピタリ

ティ） 

３）広場・ポケットパーク型（人重視型・自己領域

形成型ホスピタリティ） 

４）道路幅員変化型（車軽視型ホスピタリティ） 

５）車道内歩道張出型（人重視型ホスピタリティ） 

６）車道内休憩スペース張出型（人重視型ホスピタ

リティ） 

７）車道内植栽スペース張出型（車軽視型ホスピタ

リティ） 

８）沿道建物・空間張出型（車軽視型ホスピタリテ

ィ） 

９）歩道の一部の駐車スペース化（利便型ホスピタ

リティ） 

１０）車道内駐輪スペース配置型（車軽視型ホスピ

タリティ） 

１１）階段・小階段型（車軽視型ホスピタリティ） 

１２）（特に車道の）等幅員直線型（車重視型ホスピ

タリティ） 

１３）必然性の見えないボンエルフ型（冷遇型非ホ

スピタリティ） 

１４）歩道内自己完結型グレードアップ（人軽視型

非ホスピタリティ） 

１５）道路内物掲出型（車軽視型ホスピタリティ） 

１６）道路上部空間利用型（人重視型ホスピタリテ

ィ）  

 

３．舗装・道路表示 

１）木舗装型（厚遇型ホスピタリティ） 

２）複数材混合型（厚遇型ホスピタリティ） 

３）歩道・図形成型（厚遇型ホスピタリティ） 

４）舗装沿道対応型（迎客型ホスピタリティ） 

５）全面平滑石張型（厚遇型ホスピタリティ） 

６）カッターで無造作に切る型（冷遇型ホスピタリ

ティ） 

７）図ヒューマンスケール型（厚遇型ホスピタリテ

ィ） 

８）美装化（非黒舗装）型（車軽視型ホスピタリテ

ィ） 

９）非舗装（土・砂利）型（車軽視型ホスピタリテ

ィ） 

１０）高テクスチュア型（車軽視型ホスピタリティ） 

１１）走行車線分離型（車軽視型ホスピタリティ） 

１２）異種組合せ型（車軽視型ホスピタリティ） 

１３）車道・図形成型（厚遇型ホスピタリティ） 

１４）石畳型 

１５）車道グレード高型（車軽視型・厚遇型ホスピ

タリティ） 

１６）車道テクスチュア高型（車軽視型・厚遇型ホ

スピタリティ） 
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１７）歩車同一型（車軽視型ホスピタリティ） 

１８）歩車差弱型（厚遇型ホスピタリティ） 

１９）無標示型（車軽視型ホスピタリティ） 

２０）非ペイント型（厚遇型ホスピタリティ） 

２１）「止まれ」型（冷遇型非ホスピタリティ） 

 

４．休憩スペース 

１）沢山設置型（人重視型ホスピタリティ） 

２）舗装による分節型（自己領域形成型ホスピタリ

ティ） 

３）高低差による分節型（自己領域形成型ホスピタ

リティ） 

４）境界部立上げによる分節型（自己領域形成型ホ

スピタリティ）   

５）木材（非石材）ベンチ型（厚遇型ホスピタリテ

ィ） 

６）車道向き型（安心型ホスピタリティ） 

７）背付きベンチ（非スツール）型（安心型・厚遇

型ホスピタリティ） 

８）ベンチ両サイド保護型（安心型ホスピタリティ） 

９）道路軸方向向き型（自己領域形成型ホスピタリ

ティ） 

１０）緑陰型（厚遇型ホスピタリティ） 

１１）テーブル・イス型（厚遇型ホスピタリティ） 

１２）大棧敷型（厚遇型ホスピタリティ） 

１３）沿道施設と対応型（迎客型ホスピタリティ） 

１４）施設帯設置型（人軽視型非ホスピタリティ） 

 

５．施設帯・施設 

１）休憩施設充実型（迎客型ホスピタリティ） 

２）施設帯施設過多型（人軽視型非ホスピタリティ） 

３）強立上がり型（人軽視型非ホスピタリティ） 

４）ボラード車道設置型（車軽視型ホスピタリティ） 

５）フラット型でのボラード歩道境設置型（車軽視

型ホスピタリティ） 

６）木製ボラード型（厚遇型ホスピタリティ） 

７）照明柱それだけ美装化型（冷遇型非ホスピタリ

ティ） 

８）照明柱高さ低型（迎客型ホスピタリティ） 

９）台置ファニチュア型（人軽視型非ホスピタリテ

ィ） 

１０）植栽帯内ファニチュア型（冷遇型非ホスピタ

リティ） 

１１）まちや他施設と無文脈のファニチュア型（人

軽視型ホスピタリティ） 

１２）オーバースケールモニュメント・ファニチュ

ア型（人軽視型非ホスピタリティ） 

１３）木製ファニチュア型（厚遇型ホスピタリティ） 

１４）地上器沿道側配置型（厚遇型ホスピタリティ） 

１５）地上器施設帯配置型（人軽視型非ホスピタリ

ティ） 

１６）地上器高さ高型（冷遇型非ホスピタリティ） 

１７）地上器美装過多型（冷遇型非ホスピタリティ） 

１８）横断防止柵設置型（冷遇型非ホスピタリティ） 

１９）案内・解説板非立上がり型（厚遇型ホスピタ

リティ） 

２０）軽小案内・解説板型（厚遇型ホスピタリティ） 

２１）長大案内・解説板型（冷遇型非ホスピタリテ

ィ） 

２２）施設こげ茶型（冷遇型非ホスピタリティ） 

２３）アーケード支柱型（冷遇型非ホスピタリティ） 

２４）アイランド設置型横断歩道（人重視型ホスピ

タリティ） 

２５）物を置くきっかけ提供型（人軽視型非ホスピ

タリティ） 

２６）電柱処理型（人重視型ホスピタリティ） 

 

６．植栽 

１）非列植単木型（挨拶型ホスピタリティ） 

２）非列植群植型（挨拶型・厚遇型ホスピタリティ） 

３）非列植・外カーブ等正面型（挨拶型ホスピタリ

ティ） 

４）車道張出型（挨拶型・車軽視型ホスピタリティ） 

５）植栽スペース盛上げ型（厚遇型ホスピタリティ） 

６）プランター型（厚遇型ホスピタリティ） 

７）中分植栽型（車軽視型ホスピタリティ） 
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８）沿道植栽型（厚遇型ホスピタリティ） 

９）歩車境密植型（冷遇型非ホスピタリティ） 

１０）狭幅員歩道列植型（冷遇型非ホスピタリティ） 

１１）樹冠車道張出型（車軽視型ホスピタリティ） 

１２）管理いき届き型（厚遇型ホスピタリティ） 

１３）植栽帯型（厚遇型ホスピタリティ） 




